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国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税

と
国
の
負
担
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
い

ま
す
。

平
成
13
年
度
の
税
率
改
正
後
は
、
皆

さ
ん
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
（
家
庭
で
い
う
貯
金
）
を
取
り

崩
し
な
が
ら
、
年
々
増
加
す
る
保
険
給

付
費
（
医
療
費
）
な
ど
に
対
応
し
て
き

ま
し
た
が
、
現
行
の
税
率
の
ま
ま
で
は

今
後
の
保
険
給
付
費
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
成
17
年
度

か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正

し
ま
し
た
。

8
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、納
期
内
の
納
税
に
つ
い
て
、ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
税
率
改
正
表

■
介
護
保
険
料
の
減
額
申
請
に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
に
よ
り
5

段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
独
自
施
策
と
し
て
、
次
の
す

べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
を
対
象
に
、

単
年
度
の
減
額
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
対
象
者
及
び
基
準

①
平
成
17
年
度
の
介
護
保
険
料
の
所
得

段
階
区
分
が
第
1
段
階
（
生
活
保
護
受

給
者
を
除
く
）
ま
た
は
第
2
段
階
で
あ

る
こ
と
。

②
前
年
の
年
間
収
入
が
65
万
円
以
下

（
世
帯
員
が
1
名
増
す
ご
と
に
35
万
円

を
加
算
し
た
額
）
で
あ
る
こ
と
。

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
第
1
段
階
の

世
帯
は
65
万
円
（
2
人
以
上
の
世
帯
は

1
0
0
万
円
）、
第
2
段
階
の
世
帯
は

1
0
0
万
円
（
2
人
以
上
の
世
帯
は
1

3
5
万
円
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
自
己
の
居
住
用
を
除
き
、
処
分
可
能

な
不
動
産
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
扶
養
や
仕
送
り
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。

●
減
額
内
容

第
1
段
階
の
方
は
、
第
1
段
階
の
保

険
料
の
半
額
に
、
第
2
段
階
の
方
は
、

第
1
段
階
の
保
険
料
額
に
減
額
し
ま
す
。

　は問い合わせ先です�

税
関
で
は
、
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ

の
際
、
お
預
か
り
し
た
次
の
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
外
地
の
集
結
地
に
お
い

て
、
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も

の●
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

返
還
の
申
し
出
は
、
預
け
ら
れ
た
ご

本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。
ま
た
、
ご
家
族
の
方
に
お

か
れ
て
は
、「
終
戦
後
に
帰
港
し
た
場

所
に
つ
い
て
は
聞
き
覚
え
て
い
る
が
、

当
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
物
件
は
な
い

か
」
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
で
も
結
構

で
す
。

M
横
浜
税
関
業
務
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税
関
相
談
官
室
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0
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塩
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総
務
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0
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宮
城
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
が
抱

え
る
心
配
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相

談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
宮
城
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
お
住
ま

い
の
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

平
成
17
年
9
月
20
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
会
場

角
田
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
角
田
市
角
田
字
柳
町
35
―
1
、

0
0
2
2
4
―
6
3
―
0
0
5
5
）

●
相
談
種
目

①
法
律
、
②
税
金
、
③
介
護
、
④
な
ん

で
も
、
⑤
施
設
経
営

●
相
談
申
し
込
み

予
約
制
で
す
の
で
、
9
月
9
日（
金
）

ま
で
に
宮
城
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
お
住
ま
い
の
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一
週

間
前
ま
で
に
、
申
し
込
ま
れ
た
機
関
よ

り
相
談
時
間
を
連
絡
し
ま
す
。

M
宮
城
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
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白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会

0
2
2
―
5
2
1
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住
宅
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
、「
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
」
を
派
遣
す
る

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
締
め
切
り
が
迫

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
建
築
物

昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
戸
建
て
住
宅

●
助
成
内
容

助
成
対
象
限
度
額
は
16

万
8
千
円
で
自
己
負
担
が
8
千
円

●
募
集
期
間

平
成
17
年
8
月
10
日

（
水
）ま
で

●
募
集
戸
数

8
戸
（
先
着
順
）

M
建
設
課
建
築
住
宅
係

0
2
2
―
1
3
2
6

6
月
23
日
、
前
議
長
の
辞
職
に
伴

い
、
新
議
長
に
高
橋
忠
夫
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

白
石
市
議
会
議
長
に

高
橋
　
忠
夫
氏
が
就
任

白
石
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
の
た
め
の

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

終
戦
当
時
の
海
外
引
揚
者
や
そ
の

ご
家
族
の
方
々
へ
〜
通
貨
・
証
券

な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
〜

忙
し
く
て
、
つ
い
う
っ
か
り
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？便

利
で
安
心
、
確
実
な
「
口
座
振
替
」

が
お
す
す
め
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
全
く
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

毎
日
忙
し
く
て
、
金
融
機
関
に
納
め

に
行
け
な
い
方
、「
つ
い
う
っ
か
り
」

と
い
う
方
な
ど
、
便
利
で
安
心
、
確
実

な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
、

と
て
も
便
利
で
す
。

〜
口
座
振
替
で
「
得
」
し
よ
う
！
〜

●「
得
」
そ
の
１

「
口
座
振
替
」
に
な
る
と
、
毎
月
指

定
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
に
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
が
な
く
確
実
で
便
利
で

す
。

●「
得
」
そ
の
２

「
口
座
振
替
」
は
、
平
成
17
年
度
4

月
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
早
割
制
度
」

（
当
月
引
き
落
と
し
）
を
ご
利
用
さ
れ

る
と
保
険
料
が
毎
月
40
円
割
引
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
以
前
か
ら
「
口
座
振

替
」（
毎
月
翌
月
引
き
落
と
し
）
を
ご

利
用
の
方
で
「
早
割
制
度
」
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
口
座
振
替
ご
利
用
の
金

融
機
関
で
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
手
続
き
と
必
要
な
も
の

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
で

手
続
き
が
で
き
ま
す

①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
ま
た

は
年
金
手
帳

②
通
帳
（
預
金
・
貯
金
）

③
通
帳
届
出
印
鑑

M
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所

0
0
2
2
4
―
5
1
―
3
1
1
1

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

0
2
2
―
1
3
1
2

以
前
に
も
お
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
認
知

症
の
方
に
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
相
手

は
プ
ロ
で
す
。
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、

家
族
や
友
達
に
相
談
し
て
か
ら
契
約
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

「
成
年
後
見
制
度
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
ん
な
制
度
か
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
こ
ん
な
事
例
に
利
用
で
き
ま

す
。

「
80
歳
の
父
が
、最
近
判
断
力
不
足
に
よ

り
訪
問
販
売
な
ど
で
、
次
々
と
不
必
要

な
商
品
を
購
入
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
で
判
断
で
き
な
い
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
本
人
も
不
安
で
、
誰
か
の

補
助
を
得
ら
れ
れ
ば
と
言
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
、
よ
り
良
い

制
度
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」

は
い
、
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。
成
人

に
達
し
て
い
る
が
、
判
断
力
が
低
下
し

て
い
る
人
の
権
利
を
守
り
、
適
切
な
契

約
を
す
る
た
め
の
支
援
な
ど
が
で
き
る

よ
う
、
平
成
12
年
4
月
1
日
か
ら
「
成

年
後
見
制
度
」
と
い
う
以
下
の
制
度
が

で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

①
成
年
後
見
…
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ

る
場
合
に
後
見
人
を
つ
け
ま
す
。
後
見

人
に
は
代
理
権
や
取
消
権
が
あ
り
ま

す
。

②
保
佐
…
心
神
喪
失
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
認
知
症
や
精
神
的
な
病
気
な
ど
の

た
め
に
判
断
能
力
の
一
部
が
欠
如
し
、

著
し
く
劣
っ
て
い
る
場
合
、
成
年
保
佐

人
を
つ
け
ま
す
。
保
佐
人
は
、
預
貯
金

の
払
い
戻
し
、
金
銭
の
貸
し
付
け
、
借

財
や
保
証
、
重
要
な
財
産
の
権
利
売
買

や
訴
訟
行
為
、
個
別
に
裁
判
所
が
指
定

し
た
契
約
の
代
理
権
、
同
意
権
、
取
消

権
が
あ
り
ま
す
。

③
補
助
…
保
佐
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
判

断
力
の
低
下
し
て
い
る
場
合
に
、
本
人

の
同
意
の
下
で
補
助
人
を
つ
け
ま
す
。

補
助
人
は
、
家
庭
裁
判
所
が
指
定
し
た

法
律
行
為
に
つ
い
て
の
代
理
権
、
同
意

権
、
取
消
権
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
き
…
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て

て
宣
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

●
申
し
立
て
…
本
人
、
四
親
等
以
内
の

親
族
、
市
区
町
村
長

①
成
年
後
見
、
保
佐
…
申
立
人
単
独
で

で
き
ま
す
。

②
補
助
…
本
人
の
同
意
が
必
要
。
し
か

し
本
人
に
自
覚
が
な
く
、
支
援
が
必
要

と
思
っ
て
い
な
い
場
合
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

D o you know?

く
ら
し
の�

ヒ
ン
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成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

〜
仕
組
み
と
申
立
手
続
〜

G
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

0
２
２
―

０
７
８
３

（
相
談
日
　
月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お
　
な
　
や
　
み

国
民
年
金
は
あ
な
た
の
未
来
を
応
援
し
ま
す

介護分��
（40歳から64歳の方）�医療分�

改正前�改正後�改正前�改正後�

所得割�

資産割�

均等割�

平等割�

7.4%�

33%�

19,800円�

27,000円�

7.7%�

35%�

23,100円�

27,000円�

0.9%�

7.5%�

6,700円�

3,900円�

1.8%�

7.5%�

8,400円�

4,200円�

▲高橋忠夫氏

Ｑ

8
月
に
届
い
た
納
税
通
知
書

の
税
額
が
、
4
月
に
届
い
た
も
の

よ
り
も
増
え
て
い
ま
し
た
。
ど
う

し
て
同
じ
税
額
で
は
な
い
の
で
す
か
？

ま
た
、
ど
う
し
て
年
2
回
も
納
税
通
知
書

が
届
く
の
で
す
か
？

Ａ

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
前
年
の
所
得

を
基
に
計
算
す
る
「
所
得
割
」、
固
定
資
産

税
を
基
に
計
算
す
る
「
資
産
割
」、
加
入
者

の
人
数
で
計
算
す
る
「
均
等
割
」、
世
帯
ご

と
に
負
担
い
た
だ
く
「
平
等
割
」
を
合
計
し

て
年
間
の
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
4
月
の
時

点
で
は
所
得
額
な
ど
が
未
確
定
の
た
め
、
4

月
に
届
く
納
税
通
知
書
は
前
年
の
年
間
保
険

税
相
当
額
の
8
分
の
3
を
仮
の
保
険
税
と
し

て
通
知
し
て
い
ま
す
。
8
月
に
届
く
納
税
通

知
書
は
皆
さ
ん
の
所
得
な
ど
が
確
定
し
た
後

に
計
算
し
た
今
年
の
年
税
額
で
す
。

平
成
17
年
度
は
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

改
正
に
よ
り
、
前
年
と
同
じ
条
件
で
も
税
額

は
増
加
い
た
し
ま
す
。

国保税�Ｑ＆Ａ�
●
減
額
の
申
請

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
後
に
、
実
態
調
査
な
ど
に

よ
り
内
容
の
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間

8
月
16
日（
火
）〜
10
月
17
日（
月
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所

市
庁
舎
1
階
　
税
務
課

M
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係
・
介
護

保
険
料
係

0
2
2
―
1
3
1
3


